
ワ
タ
ー
ー
ヰ
イ

た
。
抽
出
井
駁
役
の
時
利
長
は
三
堂
山
か
ら
此
の
馬
に

来
っ
て
地
躍
し
た
が
、
必
の
後
加
限
消
正
の
加
盟
に

よ
っ
て
之
党
県
へ
た
。

ワ
タ
リ
ゾ
メ

渡
初

出
山
政
の
附
浅
野
川
大
綿
架

料
の
時
に
は
渡
初
の
儀
式
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
元
総

元
年
の
間
務
行
設
政
官
に、
『
浅
野
川
橋
先
年
懸
直
り

候
時
分
、
被
初
之
桜
子
制
初
侠
陛
、
採
下
川
氏
金
偲

治
九
郎
兵
衛
と
巾
翁
相
勤
巾
闘
に
御
座
供
。
』
と
見
え

る
が
、
お
答
品
興
自
記
に、
『一
見
称
元
年
十
月
七
日
浅

野
川
栂
務
戚
JL
回目
、
都
架
奉
行
前
川
久
兵
部制

・
近
雌

三
郎
左
衛
門
一一吉田
上
。
今
日
謹
御
関
。
此
錦
之
本
渡
初

と
一
古
田
山
有
之
聞
に
候
へ
共
、
ー
一
例
不
能
に
付
、
今
度

無
共
能
、
此
回
目
老
巾
よ
り
言
上
也
。
』
と
あ
っ
て
、
此

の
時
か
ら
浅
野
川
大
織
の
渡
初
は
止
ん
だ
如
く
に
見

え
る
。
伊
川
大
舗
の
事
は
官
家
見
間
銀
に
、『お
文
元

年
一
出
且
餅
日
以
川
大
俗
成
就
波
初
O
』
と
見
え
る
o
泊

怖
の
付
特
な
ど
に
も
波
初
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
佐川山

武
枇
留
紀
に
、『
元
利
年
巾
円
山
脱
池
山刊料
る
時
、
州問中

行
制
奥
右
衛
門
差
附
に
刷
、
自
山
利
引
有
出
品
と
云
4
H

先
逃
す
。
神
間
初
は
{
白
眼
川
附
仁
郎
七
お
術
川
純
子
イ
二

人
勤
之
。
』
と
あ
る
。
椀
梁
の
酪
初
付
脱
滞
の
後
一
仰
大

橋
に
之
を
行
ひ
、
後
そ
の
他
に
も
及
ん
だ
。

ワ
タ
リ
ド
リ

渡
り
鳥
稿
本
一
加
。
金
制
仰
の
判

人
助
諒
尼
が
、
越
巾
に
吟
行
し
た
同
の
紀
行
で
、
『給

わ
け
で
誌
の
け
あ
け
や
わ
た
り
品
』
以
下
の
句
と
文

と
を
純
4
5
0

ヲ
ド
ウ
ジ
和
銅
寺

刑
制
咋
梢
貨
建
山
閉山の
上
川

に
在
っ
た
。
沼
山
祇
の
山
伏
で
、
本
館
付
rr戸入服申円山

を
出
品
位
し
で
あ
っ
た
。

ワ
ニ
ザ
キ

鰐
崎
町
ド
刺
激
洲
出

M
絞
の
内
の

小
手
。
そ
の
部
訴
か
ら
北
方
に
斗
川
す
る
仰
も
、
同

一
名
を
以
て
呼
ば
れ
る。

一

ワ
ニ
ペ
ノ
オ
Z

丸
部
臣

一
岳
一
名
=
円
MM
回
御
時
一

上
道
二
地
=
然
防
↓
有
=
小
枇
↓

安一
-
0
9
門
天
↓
』
・ι
あ
る
。

ワ
リ
ダ
シ

割
出

石
川
郡
鞍
月
肢
に
凶
す
る

m

w
問
。
飽
氷
山
部
に
、
こ
の
村
領
に
飢
と
い
ふ
印
刷
が
あ
り
、

昔
前
桑
悩
後
の
位
し
た
腕
で
あ
る
と
杷
L
、
=
一
州
名

跡
芯
に
之
を
品
の
館
、
加
賀
古
跡
考
に
は
館
山
と
し

て
ゐ
る
。
叉
貧
氷
山
部
に
、
こ
の
村
の
金
剛
坊
市
は
金

剛
坊
と
い
ふ
寺
院
の
あ
っ
た
加
で
あ
る
と
縦
せ
る
。

ワ
リ
パ

劉

場

加

到
滞
の
足
腕
に
は
、
大
組
足

穏
・持
筒
足
穏
・
持
弓
足
柏
田
・先
間
足
服
・
先
弓
足
柄
・

悶
番
組
足
軽
・留
守
組
足
臨
等
の
積
類
が
あ
っ
た
が
、

是
等
各
部
闘
の
外
に
多
鍛
の
足
闘
が
あ
っ
て
、
諸
役

所
の
E
H
更
と
し
て
配
置
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
人
員

名
籍
を
管
制
附
す
る
所
が
例
揚
で
あ
り
、
そ
の
長
を
刑

場
奉
行
と
い
う
た
。
州
場
と
は
配
下
の
足
腕
を
各
所

に
分
配
す
る
の
訟
で
あ
り
、
そ
の
役
所
は
金
抑
城
西

町
口
門
内
の
東
方
に
在
っ
た
。

ワ
リ
パ
オ
ヨ
コ
メ

劉
場
御
横
目

州
場
付
古
い

名
円
で
あ
る
か
ら
、
此
の
職
も
亦
稗
の
最
初
か
ら
あ

っ
た
も
の
で
あ
ら
う

o
m揚
御
川
棚
田
の
姓
名
の
明
ら

か
な
の
は
、
元
職
十
年
に
小
倉
長
太
夫

・
山
森
又
八

郎
雨
入
、
そ
の
死
後
期
叫
永
七
年
菅
間
際
兵
衛

・
利
山

吉
郎
兵
衛
雨
入
が
命
ぜ
ら
れ
た
に
初
。
、
以
後
辿
制

繕
鍛
し
た
。

ワ
リ
バ
ヅ
キ
ア
シ
ガ
ル
割
場
附
足
軽

制
裂
の

所
管
で
、
各
役
所
に
配
印
せ
ら
れ
る
足
闘
を
い
ふ
。

前
田
利
常
の
頃
に
は
、
小
頭

・
平
足
騒
共
に
切
米
A
H

九
伎
を
受
け
、
小
聞
は
加
州
米
、
平
は
陣
中
で
給
せ

ら
れ
た
が
、
そ
の
後
小
加
に
六
四
川
、
不
に
二
侠
を
附

し
て
九
べ
て
越
中
米
と
し
、
延
問
H

三
年
か
ら
小
関
三

十
依
・平
二
十
依
と
な
っ
て
後
刊
の
規
模
と
な
っ
た
。

組
数
は
点
字
三
年
か
ら
班
十
組
に
別
れ
て
ゐ
た
。

ワ
リ
パ
ド
ウ
グ
ワ
hm
シ
プ
ギ
ヨ
ウ

劉
場
道
具
渡

天
平
三
年
の
越
前
凶

正
税
制
限
に
、
加
白
州
側
主
傾
箔
悦
丸
畑
山
隠
人
間
蝉
呂
が
あ

り
、
・ズ
悠
目
録
制
H
術
元
年
に
加
到
凶
印
刷則
和
沼
部
民

刀
自
女
が
あ
る
。
丸
部
の
和
讃
部
と
削
む
べ
き
は
、

軍
人
武
紀
に
和
町
川
部
阻
君
子
と
あ
る
在
、
約
紀
に
は
丸

都
目
と
mu
か
れ
て
居
る
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
と
、
古

mm皿
併
に
犯
さ
れ
る
。
年
昭
紀
に
『
一
大
足
彦
附
抑
人

命
。
比
和
押
隠
組
也
O
』
と
い
ひ
、
姓
氏
般
に

『
利
組

部
。
天
足
彦
同
抑
人
命
三
川
孫
彦
同
日
命
之
後
也
。
』

と
も
あ
る
か
ら
、院
の
姓
を
有
す
る
も
有
せ
ざ
る
も
、

部
字
の
あ
る
も
な
き
も
、
共
に
問
削
か
ら
出
た
の
で

あ
ら
う
。

ワ
ニ
ベ
ヒ
ロ
ト
ジ
メ
和
運
部
廃
刀
自
女

加
賀

闘
の
節
制
。
文
徳
目
録
仁
閉山
四
年
五
且

H
六
日
の
僚

に
、
民
刀
自
女
年
十
四
で
山
械
の
人
田
県
民
肪
に
録
し

た
が
、
甲
山
肪
町
亡
後
そ
の
家
側
に
侍
L
、
今
に
京
る

ま
で
三
十
品
川
年
放
夫
を
迫
泌
し
て
巴
ま
ぬ
を
以
て
、

府
二
級
を
山
間
う
た
こ
と
が
見
え
る
。

ワ
ラ
ゴ
ウ
シ

祭
念
子

一
加
。
作
岬
酬
の
例
入
我

柳
の
日
刊
。
自
序
に
弘
化
丙
午
の
谷
裁
柳
と
あ
り
、
訟

は
n品
川
品
。
若
者
の
帥
純
室
を
初
め
、
例
友
の
勾
を
鎮

め
た
も
の
。
金
城
抽
出
桃
川
掠
石
史
文
二
板
。

ワ
号
ト
ヂ

察
と
ぢ
一

加
。
石
丸
m
zn編
。
諸

家
の
投
句
を
式
紙
短
山
形
に
校
刻
し
で
あ
る
。
安
永

六
年
ひ
つ
じ
の
呑
卓
丈
序
。
到
存
の
木
習
に
は
乙
と

あ
る
か
ら
、
向
叩
編
も
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
復
元

不
明
。ワ

ラ
ビ
ノ

給
。

蔵
野

国
草
郡
大
原
山
に
回
す
る
部

ワ
ラ
ビ
ノ
ガ
ハ

蔵
野
川

瓜
荒
川
町
肺
野
の
跡
刷
、

山
よ
り
設
し
、北
枕
し
て
光
捕
に
京
っ
て
潟
に
注
ぐ
。

2
7ン
ヅ
ノ
ミ
ネ

円
以
履
ノ
峰
山
山
の
賂
橋
口

白
夜
路
巾
、
出m
，
新
宮
の
あ
っ
た
加
を
い
ふ
。
白
山

犯
に
天
地
室
戸
の
』
』
と
を
叙
し
た
次
に
、『
坂
，
下
有
昌

九
二
八ヰ

奉
行

延
期
叫
年
中
駄
元
平
八
の
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
そ

の
初
で
あ
ら
う
。
貸
永
七
年
に
は
寺
内
木
町
右
術
門
、

正
徳
五
年
に
は
越
川
伊
入
郎
が
命
ぜ
ら
れ
、
抱
保
以

降
に
は
全
く
二
人
役
と
な
っ
た
。

ワ
リ
パ
プ
ギ
ヨ
ウ

割
場
奉
行
加
到
滞
に
於
け

る
抑
制
婦
の
か
nR
は
、
前
川
利
家
が
越
附
山
川
巾
に
mh
た

頃
か
ら
夙
〈
見
え
る
般
に
、
川
必
裕
行
も
亦
古
〈
あ

っ
た
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
姓
名
の
併
へ
ら
れ
る
初
は
、

放
路
三
年
六
且

H
六
日
姉
隊
長
兵
術

・
久
m
M
T
助
の

命
ぜ
ら
れ
た
時
に
在
る
。
次
い
で
徒
文
巾
山
口
揃
五

兵
衛
・巾
村
七
右
衛
門
、
延
貸
出
年
前
川
制
限
兵
衛
・訓

戸
内
右
衛
門

・
渡
控
際
左
術
門
が
あ
り
、
前
後
辿
約

し
た
。ワ

リ
パ
マ
チ

割
場
町

全
仰
の
山
山
町
名
。
滞
政

中
間
場
附
足
柄
の
組
地
で
あ
っ
た
。
明
治
四
年
四
月

戸
籍
編
成
の
時
、
こ
の
名
桝
そ
腕
し
て
石
坂
角
抑
制
に

回
せ
し
め
た
。

ヰ
イ
リ
ノ
ジ
ン
ジ
居
入
神
事

江
抑
制
収
地
村

菅
生
石
部
制
批
で
付
、
白
六
月
六
日
・
十
一

月
五
日

に
伝
入
品
刑
事
が
あ
っ
た
。

古
く
は
四
月
午
日
・
十

一

且
午
日
と
も
見
え
る
。
耐
記
に
、
『
引
背
町
一人
制
院
に

は
勅
佼
率
向
御
衣
前
向
μ
御
制
法
在
之
。
臨
時
に
も
御

衣
訓
認
を
翠
ら
る
。
挺
刊
出
十
年
加
烈
凶
可
お
制
川
一之

宣
下
有
之
。
民
文
延
将
式
に
見
ゆ
。
文
永
年
巾
翻
地

御
悩
促
に
刊
、
印
大
脳
出
所
之
剛
山
川
一
沼
今
時
刑
有
之
。
』

と
肥
さ
れ
る
。
石
川
淵
白
山
比
昨
榊
耐
で
も
四
月

・

十
一

R
の
午
日
に
白
人
制
附
引
を
行
う
た
。

ヰ
イ
日
ノ
ジ
ン
ジ
コ
ウ
属
入
紳
事
考


